
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フロアを含む車両室内に物品を収納するための装置であって、
隣接した離間関係で前記フロアに枢着されている複数の細長いパネルを備え、各パネルは
、対向する前側面及び後側面を備え、かつ前記各パネルには、部材が移動可能に装着され
、該部材には取扱部が取り付けられ、該取扱部で前記部材を動かすことにより、前記複数
のパネルが閉位置及び開位置の間を一括して移動可能であり、各パネルの前記前側面は、
前記閉位置にあるときに前記フロアと覆い被さる対面関係にあり、前記複数のパネルは、
前記開位置にあるときに前記フロアに対して実質的に交差するように一括して配置され、
内部に物品を受け入れるための複数の収納室を画成し、前記開位置にある複数のパネルに
よって画成される前記複数の収納室は、車両の幅方向に延在し、車両の前後方向に間隔を
置いて配設されている、装置。
【請求項２】
　１つ以上のパネルに取り付けられ、該パネルを前記開位置に付勢するように構成された
少なくとも１つの付勢装置を更に備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　フロア敷物が前記フロア上に配置されており、該フロア敷物は、前記パネルのうちの１
つ以上のパネルの前記後側面上に配置されている、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記複数のパネルは、実質的に平行な離間関係にある、請求項１に記載の装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
［発明の分野］
　本発明は、総括的には車両に関し、特に、車両内で使用するための荷物管理装置に関す
るものである。
【０００２】
［関連出願］
　本出願は、西暦２０００年６月２９日出願の米国仮出願第６０ /２１４ ,９４７号の特典
を主張するものであり、その全内容は、参照により、本明細書に完全に記載されているか
のように本明細書に組み込まれる。
【０００３】［発明の背景］　自動車は、一般に、何らかの形式の荷物収納室を備えてい
る。例えば、セダン型自動車はトランクを慣行的に備えている。２列かそれ以上の座席が
あるスポーツ・ユーティリティ・ビークル及びミニバン車両は、最終列の座席の後方に荷
物収納区域を慣行的に備えている。
【０００４】
　車両の荷物収納区域内に入り運ばれる物品は、車両運転中に自由に動き回ることがしば
しばあり、これは望ましいことではない。荷物用ネットを使用して車両の荷物収納室内で
の物品の移動を抑制することができる。かかるネットは物品が移動するのを適切に抑制す
るが、物品をネット内に入れながらネットを引き上げておくために２本の腕が必要であり
、これは面倒なことである。
【０００５】
　車両収納室に収納された物品の移動を防止するために、同車両収納室を分割す
る種々の装置が既知である。例えば、ウィスニースキー (Ｗｉｓｎｉｅｗｓｋｉ )等に付与
された米国特許第６ ,０２７ ,１５５号に開示されている車両荷物室用の収納システムは、
荷物室のフロアに取外し自在に装着されていると共に、開位置及び閉位置間に回転するよ
うに構成されたカバーを有している。セリーム (Ｓａｌｅｅｍ )等に付与された米国特許第
５ ,６６９ ,５３７号は、車両収納区域の車両パネル間に延びて同パネルに結合する収納ユ
ニットについて記載している。ウィスニースキー等に付与された米国特許第５ ,５０１ ,３
８４号は、成形箱と該成形箱に枢着されたカバーとを含む車両用の収納システムについて
記載している。
【０００６】
　残念ながら、これらの装置は、幾分複雑であると共に嵩張り、車両の荷物収納区域内に
コンパクトに格納するのには適応していない。更に、スポーツ・ユーティリティ・ビーク
ル及びミニバンのような自動車において、荷物収納スペースはいくらか限られていること
がある。従って、荷物収納装置には、車両の運転中、物品を荷物収納区域内に確実に保持
し得ること、また、必要なときには、収納装置を荷物収納区域から取り出すことなく、邪
魔にならないところに容易に保管できること、という必要性が存在している。加えて、乗
員スペースに割り込むことなく、既存の荷物収納区域を最大限に有効に活用する必要性が
存在している。
【０００７】
［発明の概要］
　上述の説明に鑑みて、車両室（例えば、自動車のトランク、ミニバン及びＳＵＶ等の荷
物区域）内で用いるための組立式収納装置が提供されている。本発明の 例によると、
収納装置は、車両室のフロア（又はフロア上の敷物）上に配置されるベースを含んでいる
。このベースは、装置が使用位置にあるときに、車両室に少なくとも部分的に露出する表
面を含んでいる。ベースは、ほぼ平らな構造でよく、或いはその１つ以上の部分が水平に
対して傾斜した方向性を有することが可能である。後部パネルは、ベース上に枢着されて
おり、後部パネルがベースの表面に関して覆い被さる対面関係にある閉位置と、後部パネ
ルがベースの表面に対して実質的に垂直に配置される開位置との間で移動可能となってい
る。開位置において、後部パネル及びベースの表面は、内部に物品を受け入れるための収
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納室を画成している。
【０００８】
　本発明の 例によると、ベースは、部分的に前記フロアの直下に配置されており、後
部パネルは、閉位置にあるときにフロアと実質的に同一平面にあるようになっている。本
発明の 例によると、ベースは、後部パネルが閉位置にあるときフロア敷物の上にある
ように、フロア敷物上に配置されるようになっている。
【０００９】
　本発明の 例は、ベースとして別個の要素を必要としない。車両室内のフロア又はフ
ロア敷物は、 "ベース "としての役割を果たし得る。更に、本発明の 例では、本明細書
に記載されているように、後部パネルが閉位置にあるとき車両のフロア（又はフロア敷物
）と実質的に同一平面にあることを必要としない。
【００１０】
　本発明の 例によると、フロア敷物の材料は、車両室のフロア上及び後部パネルの後
側面上に配置してもよく、また、蝶番としての役目も果たしている。ベースは、後部パネ
ルが閉位置にあるとき、後部パネル及びその上に置かれたフロア敷物が車両室のフロア及
びフロア敷物を実質的に同一平面にあるように、車両室のフロアの十分下方に配置される
ようになっている。
【００１１】
　本発明の 例によると、エンドパネルが後部パネルの各端部に移動可能に取り付けら
れている。エンドパネルは、後部パネルと対面関係にある格納位置と、ベースの表面及び
後部パネルと実質的に垂直に配置した使用位置との間を移動可能である。これらのエンド
パネルは、閉位置から開位置への後部パネルの移動に対応してそれぞれの格納位置から使
用位置に移動するようになっている。或いは、エンドパネルは、ベースの表面に枢着され
ており、ベースの表面と対面関係にある格納位置と、ベースの表面及び後部パネルと実質
的に垂直に配置した使用位置との間を移動可能である。
【００１２】
　本発明の 例によると、後部パネル又はベースの表面のどちらかに移動可能に取り付
けられる１つ以上の仕切パネルを設けることができる。各仕切パネルは、使用位置にある
とき、収納室を複数の室部分に分けられるようになっている。各仕切パネルは、後部パネ
ル（又はベースの表面）と対面関係にある格納位置と、ベースの表面及び後部パネルと実
質的に垂直に配置した使用位置との間を移動可能である。各仕切パネルは、後部パネルが
その閉位置から開位置へ移動するのに対応して、閉位置から開位置へ移動するようになっ
ている。或いは、仕切パネルの移動は後部パネルの移動と独立していてもよい。本発明の
他の 例によると、１つ以上の仕切パネルは、取り外し可能であってもよく、また、種
々の異なる位置で後部パネルに対して取り付けられるように構成されていてもよい。
【００１３】
　本発明の 例によると、取扱部を仕切パネル（又は後部パネル）に取り付けることが
でき、該取扱部は、ユーザーにより把持されて前記後部パネルを前記閉位置から前記開位
置に移動するのに使用されるように構成されており、それにより仕切パネル及び／又はエ
ンドパネルがそれぞれの使用位置に移動され、内部に物品を受け入れるための収納室を画
成している。
【００１４】
　本発明の更なる 例によると、１つ以上の突起部（例えば、フック）を設けることが
でき、該突起部は後部パネルから延びている。このような突起部の各々は、そこから懸架
される食料雑貨品の入ったバッグ等のような品物を支持するように構成されている。
【００１５】
　本発明の別の 例によると、収納室と該収納室内に収納された物品とを囲むように構
成された荷物用ネットは、後部パネルに取り付けられるようになっている。
【００１６】
　本発明の 例によると、１つ以上のロック部材及び／又はばねが、後部パネルを開位
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置に維持するために設けられている。また、付勢装置を使用することにより、後部パネル
は開くことが助成可能となっており、該付勢装置には、限定はされないが、ばね、伸縮式
緩衝装置、ダンパー等が含まれている。
【００１７】
　本発明の 施例によると、収納装置は、車両室内に隣接した離間関係で枢着される複数
の細長いパネルを含んでおり、該パネルは、複数の収納室を画成している。該パネルは、
閉位置及び開位置の間に一括して移動可能である。閉位置において、各パネルの前側面は
、車両のフロア（又はベース又はフロア敷物）と覆い被さる対面関係にある。開位置にお
いて、該パネルは、車両のフロア（又はベース又はフロア敷物）に対して実質的に交差す
るよう集合的に配置されており、内部に物品を受け入れるための複数の収納室を画成して
いる。
【００１８】
　本発明の更なる 例によると、車両室内に物品を収納するための装置は、脚部材を介
して車両室のフロア（又はフロア敷物又はベース）に枢着される細長いパネルを含んでい
る。このパネルは、フロア（又はベース又はフロア敷物）に対して接触対面関係にある格
納位置と、パネルがフロア（又はベース又はフロア敷物）に対して離間した対面関係にあ
る使用位置との間を移動可能である。使用位置において、パネルは、テーブル及び／又は
棚の機能を果たすことができる。
【００１９】
　本発明による組立式装置は、折り畳んだ（即ち、閉じた）位置から広げた（即ち、開い
た）位置及びその逆の位置に、片手だけを使った操作が可能に構成されている。本発明に
よる装置は、ハンドルもしくは取扱部を持ち上げて回すことにより、簡単な一動作で格納
位置から移動されて開位置へカチッと入るようになっている。後部パネル、エンドパネル
及び仕切パネルは、カチッとロックされた向きとなるように構成されているので、装置を
閉じる必要がくるまで確実に所定位置に留まることになる。本発明の 例による装置を
その内部への物品の収納にもはや使用したくない場合は、上述の手順を逆に行うことが可
能である。従って、本発明の 例による装置は、格納される閉位置から開いた使用位置
へと迅速に且つ容易に移動することができる。
【００２０】
　本発明の更なる 例によると、車両室内に物品を収納するための組立式装置は、ベー
ス、第１及び第２の伸張式壁体及びパネルを含んでいる。該パネルは、ベースに枢着され
ると共に、第１及び第２の伸張式壁体に接続されている。パネルは、ベースに対して覆い
被さる対面関係にある閉位置と、ベースに対して実質的に交差するように構成された開位
置との間を移動可能である。本発明の 例によると、パネルはそこに貫通形成された開
口を含んでおり、この開口に荷物用ネットが覆い被さっている。
【００２１】
　本発明による車両収納装置は、フロア敷物と一体とすることができ、また、少なくとも
部分的に車両室内のフロア敷物と同一の材料から製作することができるので、該装置は、
フロア敷物の外観を殆ど変えずにフロア敷物上に折り畳むことが可能である。
【００２２】
　更に、本発明の 例による収納装置は、平らな状態に迅速に折り畳むことができるの
で、本収納装置は、使用されないとき及び／又はもっと大型の装置を荷物収納区域内に格
納する必要があるときに、邪魔にならないように片付けておくことが可能である。
【００２３】
［発明の詳細な説明］
　次に、本発明の好適な実施例を示す添付図面を参照して、本発明について以下に詳細に
説明する。しかし、本発明は、種々の形態で実施し得るものであって、本明細書に記載さ
れた実施例に限定されると解釈すべきではなく、むしろ、 施例は、その開示が全く完全
であり、開示によって本発明の範囲が当業者に十分に伝えられるように提供されている。
【００２４】
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　図において、種々の線の太さ、各層の厚さ及び諸区域の密集度を明瞭にするため、誇張
して示すことがある。当然のことながら層、区域、基材又はパネルのような要素が別の要
素に対して "上にある "もしくは "接している "と言及されている場合、同要素は別の要素に
直接に接していてよいし、或いは介在する要素が存在していてもよい。対照的に、ある要
素が別の要素に "直接に接している "として言及されている場合、介在する要素は何ら存在
しない。言うまでもなく、ある要素が別の要素に "結合もしくは接続 "或いは "取り付けも
しくは装着 "されているとして言及される場合、同要素は別の要素に直接に接続されるか
或いは取り付けられていてもよく、或いは介在要素が存在していてもよい。対照的に、あ
る要素が別の要素に "直接に結合もしくは接続 "或いは "直接に取り付けもしくは装着 "され
ているとして言及されている場合、介在する要素は何ら存在しない。この明細書において
、用語 "上方 "、 "下方 "、 "垂直 "、 "水平 "等は単に説明の目的だけに使用されている。
【００２５】
　図１を参照すると、車両室１２内に物品を収納するための本発明の 例による組立式
収納装置１０が示されている。図示の車両室１２は自動車のトランクである。しかし、当
然のことながら、本発明の 例は、ミニバン、トラック及び／又はスポーツ・ユーティ
リティ・ビークルの後部収納区域のような種々の車両の車室において制限なく使用するこ
とが可能である。図示の車両室１２は、フロア敷物 (例えば、カーペット、マット等 )１６
を有する積載フロア（以後、 "フロア "という）１４と、このフロア１４から実質的に垂直
に延びる少なくとも１つの側壁１８とを含んでいる。図示の車両室１２は、フロア１４及
び側壁１８により部分的に画成されている。しかし、他の壁体、背もたれ及びパッケージ
トレー（図示せず）が車両室１２を更に画成していてもよい。
【００２６】
　図示の装置１０は、フロア１４の上に、或いは、少なくとも部分的にフロア１４の下に
配置されるベース２０を含んでおり、このベース２０は、装置１０が使用位置（即ち、開
位置）にあるときに車両室１２に少なくとも部分的にさらされる表面２２を有している。
ベース２０は、フロア敷物１６のところに配置しても、或いはその下に配置してもよい。
図示のベース２０は、ほぼ矩形の形状を有し、フロア敷物１６の全体よりも実質的に狭い
範囲を占めており、側壁１８に隣接して配置されている。しかし、ベース２０は、円形、
楕円形又は正方形のような任意の形状及び大きさを有していると共に、車両室１２内のど
こにでも配置することができる。ベース２０がフロア敷物１６の下方に配置されている場
合、フロア敷物１６は、装置１０が使用位置（即ち、開位置）にあるときに表面２２の少
なくとも一部が車両室１２に露出するように開口２４を含んでいる。
【００２７】
　ベース２０は、ほぼ平らな構造を有しており、及び／又は水平に対して傾斜した方向を
有することができる。ある取り付けの場合、ベース２０は、車両室内における金属薄板の
形状に一致させてもよい。図２及び図３は、ベース１１０，２１０が傾斜構造の部分１２
０ａ，２２０ａを含む別の 例による収納装置１１０，２１０を示している。
【００２８】
　本発明の 例によると、車室内のフロア敷物は、 "ベース "の役目を果たしている。そ
のようにしてあるので、後部パネルはフロア敷物に旋回式に取り付けられている。従って
、ベース２０は、別個の要素でもよいし、或いはフロア敷物でもよいし、或いはフロア自
体とすることも可能である。
【００２９】
　図１に戻り参照すると、図示の装置１０は、１つ以上の蝶番３８を介してヒンジ式に取
り付けられており、対峙する前側面３２及び後側面３４と、対峙する第１端部３３ａ及び
第２端部３３ｂとを有する後部パネル３０を含んでいる。この後部パネル３０は、前側面
３２がベース表面２２に対し覆い被さる対面関係にある閉位置と、後部パネル３０がベー
ス表面２２に対して実質的に垂直に配置される開位置との間で移動可能となっている。開
位置において、後部パネル３０及びベース表面２２は（以下に述べるエンドパネル３９ａ
，３９ｂと一緒に）、内部に物品を受け入れるための収納室３５を画成している。

10

20

30

40

50

(5) JP 3960915 B2 2007.8.15

参考

参考

参考

参考



【００３０】
　ベース２０は、後部パネル３０が閉位置にあるときにフロア１４と実質的に同一平面に
あるように、少なくとも部分的にフロア１４の直下に配置されている。本発明の 例に
よると、ベース２０は、後部パネル３０が閉位置にあるときにフロア敷物１６の上に乗る
ように、フロア敷物１６上に配置されている。
【００３１】
　後部パネル３０をベース２０に（又はフロア１４に、又はベース２０に隣接する他の車
両要素に）旋回式に取り付けるため、殆どどんな形式の蝶番でも使用可能である。本発明
の 例によると、フロア敷物１６（例えば、カーペット）は、フロア１４の上に配置さ
れ、かつ後部パネル３０の後側面３４の上に配置されていると共に、蝶番としての機能を
果たせるようになっている。ベース２０は、後部パネル３０が閉位置にあるときに、同後
部パネル３０とその上に配置されたフロア敷物１６とがフロア１４と同一平面にあるよう
に、フロア１４の実質的に直下に配置されている。従って、装置１０は、後部パネル３０
が閉位置にあるときに、車両室のフロア１４と一体であるように見えることになる。
【００３２】
　しかし、当然のことながら、本発明の 例は、車両室のフロア又はフロア敷物と同一
平面にある必要はない。更に、本発明の 例は、フロア又はフロア敷物の上に直接に置
くように構成されてもよい。
【００３３】
　図１に示した 例を更に参照すると、第１のエンドパネル３９ａ及び第２のエンドパ
ネル３９ｂは、後部パネル３０の第１端部３３ａ及び第２端部３３ｂに移動可能に取り付
けられている。第１のエンドパネル３９ａ及び第２のエンドパネル３９ｂは、後部パネル
の前側面３２に対して対面関係にある格納位置と、ベース表面２２及び後部パネル３０に
対して実質的に垂直に配置される使用位置との間で移動可能となっている。第１のエンド
パネル３９ａ及び第２のエンドパネル３９ｂは、後部パネル３０がその閉位置から開位置
へと移動するのに対応して、それぞれの格納位置から使用位置へ移動するものである。第
１のエンドパネル３９ａ及び第２のエンドパネル３９ｂは、ベース表面２２及び後部パネ
ル３０と一緒になって、内部に物品を受け入れるための収納室３５を画成している。
【００３４】
　本発明の 例によると、第１のエンドパネル３９ａ及び第２のエンドパネル３９ｂは
、ベース表面２２に旋回式に取り付けられていると共に、ベース表面２２に対して対面関
係にある格納位置と、ベース表面２２及び後部パネル３０に対して実質的に垂直に配置さ
れる使用位置との間で移動可能となっている。第１のエンドパネル３９ａ及び第２のエン
ドパネル３９ｂは、ベース表面２２に直接に取り付けられていても（或いはその近くに取
り付けられていても）、後部パネル３０がその閉位置から開位置へ移動するのに対応して
、それぞれの格納位置から使用位置へと移動するものである。
【００３５】
　更に図１を参照すると、図示の装置１０は、後部パネル３０の前側面３２に移動可能に
取り付けられた仕切パネル４０も含んでいる。この仕切パネル４０は、後部パネルの前側
面３２に対して対面関係にある格納位置と、ベース表面２２及び後部パネル３０に対して
実質的に垂直に配置される使用位置との間で移動可能となっている。仕切パネル４０は、
後部パネル３０がその閉位置から開位置へと移動するのに対応して、その閉位置から開位
置へと移動するものである。或いは、仕切パネル４０の移動は、後部パネル３０の移動と
は独立していてもよい。仕切パネル４０は、使用位置にあるとき、収納室３５を複数の室
部分３５ａ，３５ｂに分割している。
【００３６】
　図示の 例において、仕切パネル４０は、装置１０が開位置にあるときに第１のエン
ドパネル３９ａ及び第２のエンドパネル３９ｂとほぼ平行になっている。単一の仕切パネ
ル４０のみが図示されているが、言うまでもなく、複数の仕切パネルを本発明の 例に
従って利用することができる。
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【００３７】
　仕切パネル４０は、１つ以上の蝶番４２ａにより後部パネル３０の前側面３２に移動可
能に取り付けられている。或いは、仕切パネル４０は、１つ以上の蝶番４２ｂによりベー
ス表面２２に移動可能に取り付けることができる。殆どどんな形式の蝶番でも仕切パネル
４０を後部パネルの前側面３２又はベース表面２２に移動可能に取り付けるのに使用でき
る。本発明の 例は、蝶番の特別な形式に限定されるものではない。
【００３８】
　図１を更に参照すると、ハンドルもしくは取扱部７０が仕切パネル４０に付設されてい
る。この取扱部７０は、ユーザーにより把持されるように形成されており、後部パネル３
０を閉位置から開位置へと移動させ、それによりエンドパネル３９ａ，３９ｂをそれぞれ
の使用位置に移動させて内部に物品を受け入れるための収納室３５を形成するのに使用さ
れている。そして、取扱部７０は、仕切パネル４０をその使用位置に移動させて収納室３
５ａ，３５ｂを形成するのに使用可能である。本発明の別の 例によれば、取扱部７０
は後部パネル３０に付設させることができる。種々の形状及び構成を有する取扱部が本発
明の 例に従って使用可能である。更に、取扱部は、種々の位置で仕切パネル４０及び
／又は後部パネル３０に設置することが可能である。言うまでもなく、本発明の 例は
取扱部を必要としない（即ち、取扱部は任意である）。
【００３９】
　本発明の更なる 例によると、図１に示すように、１つ以上の突起部５０（例えば、
フック）を設けることができ、これは後部パネルの前側面３２から延びている。各突起部
５０は、そこから懸架される食料雑貨品の入ったバッグのような物品を支持するように構
成されている。
【００４０】
　本発明の更なる 例によると、図１に示すように、収納室３５及び／又は収納室３５
ａ，３５ｂとその内部に収納された物品とを囲むように構成された荷物用ネット６０は、
後部パネル３０に取り付けることが可能である。
【００４１】
　使用中、図１の組立式装置１０が内部に取り付けられた車両の車両室１２に物品を積載
し運搬したい場合、装置１０は、取扱部７０の簡単な動作により、格納位置から移動され
て開位置にカチッと入る。本発明の 例によると、後部パネル４０、エンドパネル３９
ａ，３９ｂ及び仕切パネル４０は、ロックされた方向にカチッと入って、装置１０を閉じ
る必要が生じるまで、確実に所定位置に留められることになる。
【００４２】
　格納位置から使用位置への仕切パネル４０の移動により、後部パネル３０を閉位置から
開位置へ移動させることができ、これにより第１のエンドパネル３９ａ及び第２のエンド
パネル３９ｂがそれぞれの格納位置から使用位置へと移動することになる。或いは、格納
位置から使用位置への後部パネル３０の移動により、第１のエンドパネル３９ａ及び第２
のエンドパネル３９ｂをそれぞれの格納位置から使用位置へと移動させてもよい。仕切パ
ネル４０の作動は、後部パネル３０の移動とは独立していてもよい。
【００４３】
　装置１０がその内部に物品を収納しておくのに使用する必要がもはやないときには、上
述した手順を逆に行えばよい。例えば、どの追加の仕切パネルも旋回させて、ベース表面
２２又は後部パネルの前側面３２のどちらかに当接配置させ、次いで後部パネル３０を閉
位置に移動させることにより、エンドパネル３９ａ，３９ｂをそれぞれの閉位置に移動さ
せることができる。従って、本発明の 例による装置は、格納位置、閉位置から開位置
、使用位置に迅速且つ容易に移動することができる。
【００４４】
　図２を参照すると、車両室内に物品を収納するための本発明の別の 例による組立式
収納装置１１０が示されている。図示の装置１１０は、傾斜構造の部分１２０ａを有する
ベース１２０を含んでいる。後部パネル１３０は、ベース１２０に移動可能に取り付けら
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れていると共に、図示のように、その一部に形成された開口１３１を有している。荷物用
ネット６０は、後部パネルの開口１３１を横断して広がり、後部パネル１３０とベースの
傾斜した部分１２０ａとにより画成された収納室１３５内にユーザーが物品を置くことを
可能にしている。また、後部パネル１３０又はベース１２０のどちらかに移動可能に取り
付けられる仕切パネル１４０も設けられている。上述したように、仕切パネル１４０は、
格納位置と使用位置との間を移動可能である。
【００４５】
　また、装置１１０の後部パネル１３０を開位置に保持するためにロック部材１５０が設
けられている。図示のロック部材１５０は、ベース１２０に対して上下動するように構成
されている。後部パネル１３０が開位置に移動されるときに、ロック部材１５０が下方に
移動し、後部パネル１３０を開位置に保持している。後部パネル１３０を閉位置へと下降
させるためには、ロック部材１５０を上方に移動させると、後部パネル１３０が旋回可能
になる。種々の構成を有する種々のロック部材が本発明の 例に従い利用し得るもので
ある。本発明の 例は、図示のロック部材１５０に限定されるものでない。
【００４６】
　図４を参照すると、車両室内に物品を収納するための本発明の代替 例による組立式
収納装置３１０が示されている。図示の装置３１０は、隣接してはいるが離間した関係で
ベース表面３２２に（或いはその近くに）移動可能に取り付けられた一対の仕切パネル３
４０ａ，３４０ｂを含んでいる。各仕切パネル３４０ａ，３４０ｂは、ベース表面３２２
に対して対面関係にある格納位置と、収納室３３５を複数の部分に分けるようにベース表
面３２２及び後部パネル３４０に対して実質的に垂直に配置される使用位置との間で移動
可能となっている。対の仕切パネル３４０ａ，３４０ｂには、部材３５０を介してハンド
ルもしくは取扱部３７０が回転自在に接続されている。この取扱部３７０は、ユーザーに
より把持されて仕切パネル３４０ａ，３４０ｂを格納位置から使用位置に動かすように構
成されている。
【００４７】
　仕切パネル３４０ａ，３４０ｂを格納位置から使用位置に動かすために、ユーザーは、
ベース表面３２２に対して対面関係で置かれた取扱部３７０を掴み、矢印Ａ１で示された
ように取扱部３７０を回転させ、矢印Ａ２で示されたように引き上げる。仕切パネル３４
０ａ，３４０ｂは、矢印Ａ２で示された運動に追従し、それぞれ矢印Ａ３，Ａ４により示
されたように使用位置へと移動することになる。
【００４８】
　必要のない場合には、仕切パネル３４０ａ，３４０ｂは、上述の操作を逆に行うことに
より、格納位置へ戻すことができる。本願発明の 例によると、仕切パネル３４０ａ，
３４０ｂ及び取扱部３７０は、格納時に、ベース３２２の内側に水平装着の形態で保持し
得るようになっている。しかし、仕切パネル３４０ａ，３４０ｂ及び取扱部３７０を、格
納時に、ベース３２２の内側に水平装着の形態で保持することが要求されるものではない
。
【００４９】
　次に、図５Ａ及び図５Ｂを参照すると、車両室１２内に物品を収納するための本発明の
他の 例による組立式収納装置４１０が示されている。この装置４１０は、車両室１２
のフロア１４上に配置されたベース４２０を含んでいる。ベース４２０は、向かい合う第
１の端部４２１ａ及び第２の端部４２１ｂと、向かい合う第１の縁部４２１ｃ及び第２の
縁部４２１ｄと、車両室１２に露出する表面４２２とを含んでいる。第１及び第２の伸張
式壁体４２５ａ，４２５ｂは、それぞれ第１の端部４２１ａ及び第２の端部４２１ｂから
延びると共に、パネル４３０に取り付けられている。
【００５０】
　パネル４３０は、ベース４２０に枢着されると共に、第１の端部４３０ａ及び第２の端
部４３０ｂを含んでいる。これら第１の端部４３０ａ及び第２の端部４３０ｂはそれぞれ
第１の伸張式壁体４２５ａ及び第２の伸張式壁体４２５ｂに接続されている。図示のパネ
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ル４３０は、貫通形成された開口４３１を含んでおり、この開口４３１の上側には荷物用
ネット６０が掛かっている。
【００５１】
　パネル４３０は、ベース表面４２２に対して覆い被さる対面関係にある閉位置（図５Ａ
）と、ベース表面４２２に対し実質的に交差配置される開位置（図５Ｂ）との間で移動可
能となっている。ベース４２２、第１の伸張式壁体４２５ａ及び第２の伸張式壁体４２５
ｂとパネル４３０は、内部に物品を受け入れるための１つ以上の収納室を画成している。
【００５２】
　図示の伸張式壁体４２５ａ，４２５ｂの各々は、第１端部４２６ａで一緒にピン留めさ
れていると共に、反対側に自由端４２６ｂを有する複数の部材４２６を含んでいる。各伸
張式壁体４２５ａ，４２５ｂの部材４２６は、パネル４３０が閉位置（図５Ａ）から開位
置（図５Ｂ）へと移動するときに、積み重なった積重関係（図５Ａ）から扇形に広がった
関係（図５Ｂ）に移動するように構成されている。
【００５３】
　本発明の 例は図示の伸張式壁体４２５ａ，４２５ｂに限定されない。種々の形式及
び構成の伸張式及び組立式壁体を使用することが可能である（例えば、入れ子式壁体、ア
コーディオン式のベローズを有する壁体等）。
【００５４】
　図６Ａ及び図６Ｂに示すように、解除可能にパネル４３０を開位置に固定するためにロ
ック部材４５０が設けられている。ロック部材４５０は、各伸張式壁体４２５ａ，４２５
ｂについて設けてもよく、或いは一つの伸張式壁体（即ち、４２５ａ又は４２５ｂ）につ
いてだけ設けてもよい。図示のロック部材４５０は、第１及び第２の細長いアーム４５１
，４５２を含み、各アームが両端に第１端部４５１ａ，４５１ｂ及び第２端部４５２ａ，
４５２ｂを有している。第１のアームの第１端部４５１ａは、ベース４２０又はその近く
に枢着される。第２のアームの第１端部４５２ａはパネル４３０に枢着されている。第１
及び第２のアーム４５１，４５２の第２端部４５１ｂ，４５２ｂは、互いに枢着されてい
る。
【００５５】
　パネル４３０を開位置にロックするために、第１及び第２のアーム４５１，４５２の第
２端部４５１ｂ，４５２ｂが引き上げられると、ロック部材４５０の構成によりベース４
２０に向かうパネル４３０の移動が阻止されるようになっている（図６Ａ）。パネル４３
０を開位置からアンロック（もしくは解除）してパネル４３０が閉位置に移動するのを許
容するため、図６Ｂに示すように、下向きの力Ｆが第１及び第２のアーム４５１，４５２
の第２端部４５１ｂ，４５２ｂに加えられることになる。そして、各伸張式壁体４２５ａ
，４２５ｂの部材４２６は、パネル４３０が閉位置へ移動するにつれて、扇形に広がった
関係から積重関係に移動することが可能になる。
【００５６】
　図７Ａ及び図７Ｂを参照すると、車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例
による組立式収納装置５１０が示されている。この装置５１０は、車両室１２のフロア１
４上に配置されるベース５２０を含んでいる。ベース５２０は、向かい合う第１端部５２
１ａ及び第２端部５２１ｂと、向かい合う第１縁部５２１ｃ及び第２縁部５２１ｄと、車
両室１２に露出する表面５２２とを含んでいる。荷物用弾性ネット５２５ａ，５２５ｂは
、それぞれ第１端部５２１ａ及び第２端部５２１ｂに隣接してベース表面５２２から延び
ると共に、パネル５３０に取り付けられている。
【００５７】
　パネル５３０は、ベース５２０に枢着されていると共に、対向する第１端部５３０ａ及
び第２端部５３０ｂを含んでいる。これら第１端部５３０ａ及び第２端部５３０ｂは、荷
物用弾性ネット５２５ａ，５２５ｂに連結されている。パネル５３０は、ベース表面５２
２に対して覆い被さる対面関係にある閉位置（図７Ａ）と、ベース表面５２２に対し実質
的に交差配置される開位置（図７Ｂ）との間で移動可能となっている。ベース５２２、荷
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物用弾性ネット５２５ａ，５２５ｂ及びパネル５３０は、内部に物品を受け入れるための
１つ以上の収納室を画成している。
【００５８】
　本発明の 例は荷物用弾性ネットに限定されない。種々の形式の弾性部材を利用する
ことが可能である。
【００５９】
　次に図８Ａ及び図８Ｂを参照すると、車両室１２内に物品を収納するための本発明の他
の 例による組立式収納装置６１０が示されている。この装置６１０は、物品を収納で
きる２つの収納室６３５ａ，６３５ｂを含んでいる。第１収納室６３５ａは、車両フロア
１４、一対の伸張式壁体６２５ａ，６２５ｂ及びパネル６３０により画成されている。収
納室６３５ａの上側にあるパネル６３０の部分は、貫通形成された開口６３１を含んでお
り、荷物用ネット６０がこの開口６３１に覆い被さっている。第２収納室６３５ｂは、ベ
ース６２０、一対の伸張式壁体６２５ｂ，６２５ｃ及びパネル６３０により画成されてい
る。
【００６０】
　図示の伸張式壁体６２５ａ，６２５ｂ，６２５ｃの各々は、第１端部６２６ａで一緒に
ピン留めされていると共に、反対側にある自由端６２６ｂを有する複数の部材６２６を含
んでいる。各伸張式壁体６２５ａ，６２５ｂの部材６２６は、前述したように、パネル６
３０が閉位置（図８Ａ）から開位置（図８Ｂ）へと移動するときに、積重関係（図８Ａ）
から扇形に広がった関係（図８Ｂ）に移動するように構成されている。
【００６１】
　本発明の 例は、図示の伸張式壁体６２５ａ，６２５ｂ，６２５ｃに限定されない。
種々の形式及び構成の伸張式及び組立式壁体を使用することが可能である（例えば、入れ
子式壁体、アコーディオン式のベローズを有する壁体等）。
【００６２】
　図９を参照すると、車両室１２ '内に物品を収納するための本発明の他の 例による
組立式収納装置７１０が示されている。図９において開位置に示されている装置７１０は
、車両室１２ '内に枢着されている（例えば、ベース又はフロア敷物又はフロアに取り付
けられている）後部パネル７３０を含んでおり、この後部パネル７３０は、フロア（又は
ベース又はフロア敷物）と協働して収納室７３５を画成している。付勢装置７１３は、後
部パネル７３０と車両フロア（又は車両室１２ 'の他の部分）とに取り付けられており、
後部パネル７３０を開位置に付勢するように構成されている。図示の付勢装置７１３は、
自動車産業分野でハッチバックドア、ボンネット等を支持するのに使用されている形式の
伸縮式緩衝装置もしくは支柱（例えば、ガス、ハイドロリック）である。この伸縮式緩衝
装置は当業者に良く知られており、ここで更に説明する必要はない。また、図示の付勢装
置７１３は、後部パネル７３０を開位置に解除可能に保持するように構成されたロック部
材の機能も果たすことができる。或いは、付勢装置７１３は、後部パネル７３０を開位置
から閉位置に付勢すると共に、後部パネル７３０を閉位置に維持するのに役立つように構
成されていてもよい。
【００６３】
　言うまでもなく、同一又は異なる機能を奏する追加の付勢装置を使用することができる
。例えば、１つ以上の付勢装置を設けて後部パネル７３０を開位置に付勢してもよいし、
また、１つ以上の付勢装置を設けて後部パネル７３０を閉位置に付勢してもよい。
【００６４】
　本発明の 例に従って種々の形式の付勢装置を使用することが可能である。本発明の

例は、伸縮式緩衝装置に限定されない。ばね、ダンパー及びその他既知の付勢装置も
制限なしに使用することが可能である。
【００６５】
　また、図９の装置７１０は、車両のフロア（又はベースもしくはフロア敷物）と後部パ
ネル７３０の前側面７３２とに取り付けられた可撓性材料７１５も含んでおり、この可撓
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性材料７１５は、後部パネル７３０が開位置に移動するときに収納室７３５を複数の室部
分７３５ａ，７３５ｂ，７３５ｃに分割するものである。具体例としての可撓性材料７１
５は荷物用ネットでもよい。しかし、本発明の 例は荷物用ネットに限定されない。種
々の材料を制限なしに使用することができる。
【００６６】
　図１０Ａ及び図１０Ｂを参照すると、車両室１２ '内に物品を収納するための本発明の
更なる実施例による組立式収納装置８１０が開位置で示されている。図１０Ａ及び図１０
Ｂにおいて、開位置で示されている装置８１０は、車両室１２ '内に隣接離間した関係で
枢着されている（例えば、ベースもしくはフロア敷物又はフロアに取り付けられている）
複数の細長いパネル８３０を含んでおり、該パネル８３０は、フロア（又はベースもしく
はフロア敷物）と協働して複数の収納室８３５を画成している。図示のパネル８３０は、
ほぼ平行に離間された関係にある。
【００６７】
　各パネル８３０は、対向する前側面８３２及び後側面８３４を含んでいる。これらパネ
ル８３０は、閉位置及び開位置間で一括して移動可能となっている。閉位置において、各
パネル８３０の前側面８３２は、車両のフロア（又はベースもしくはフロア敷物）に覆い
被さる対面関係にある。開位置において、パネル８３０は、車両フロア（又はベースもし
くはフロア敷物）に対して実質的に交差するように集合的に配置され、内部に物品を受け
入れるための複数の収納室８３５を画成している。
【００６８】
　図示の実施例において、これらパネル８３０は、各パネル８３０に移動可能に装着され
た部材８３１を介して閉位置及び開位置間を一括して移動できるようになっている。図示
実施例において、部材８３１は、その各端部近くで各パネル８３０に移動可能に装着され
ている。しかし、言うまでもなく、該部材８３１は各パネル８３０に種々の個所で移動可
能に取り付けられる。更に、部材８３１は、種々の構成をもつことができる。ハンドルも
しくは取扱部８３３は、部材８３１に取り付けられていると共に、該部材８３１を動かす
ことによりパネル８３０を閉位置及び開位置間で一括して移動させるため、ユーザーによ
り把持されるように構成されている。
【００６９】
　本発明の更なる実施例によると、パネル８３０を開位置に付勢するように構成された少
なくとも１つの付勢装置（図示せず）を１つ以上のパネル８３０に取り付けてもよい。ま
た、フロア敷物を車両室のフロアに設けることができる。パネル８３０が一括して閉位置
にあるとき、装置８１０が車両室１２ 'と一体的な外観を有するように、同じフロア敷物
を１つ以上のパネル８３０の後側面８３４に設けることができる。
【００７０】
　図１１Ａ及び図１１Ｂを参照すると、車両室１２ '内に物品を収納するための本発明の
更なる 例による組立式収納装置９１０が示されている。この装置９１０は、車両室の
フロア（又はフロア敷物もしくはベース）に脚部材９４１を介して枢着される細長いパネ
ル９３０を含んでいる。パネル９３０は、フロア（又はフロア敷物もしくはベース）と実
質的に接触する対面関係にある格納位置と、パネル９３０がフロア（又はフロア敷物又は
ベース）と離間した対面関係にある使用位置との間で移動可能となっている。使用位置に
おいて、パネル９３０はテーブル及び／又は棚の機能を果たすことができる。図示の
例において、ハンドルもしくは取扱部９３３は、パネル９３０に接続されていると共に、
ユーザーにより把持されてパネル９３０を格納位置及び使用位置間で動かせるように構成
されている。
【００７１】
　図１２Ａ，図１２Ｂ，図１３Ａ，図１３Ｂ，図１４Ａ，図１４Ｂ及び図１５を参照する
と、車両室内に物品を収納するための組立式収納装置１０１０の諸 例が示されている
。図示の各 例において、各装置１０１０は、車両のフロア（又はベースもしくはフロ
ア敷物）に枢着される複数の壁体１０３０を含んでいる。壁体１０３０は、折畳まれた平
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らな配置ではフロア（又はベース又はフロア敷物）に覆い被さり、広げると内部に物品を
受け入れるための１つ以上の収納室１０３５になるように構成されている。図示の各
例において、ハンドルもしくは取扱部１０３３が壁体１０３０の１つに接続されており、
この取扱部１０３３は、ユーザーにより把持されるように構成されていると共に、種々の
壁体１０３０の１つ以上を広げて１つ以上の収納室１０３５にするのに使用されている。
【００７２】
　この明細書において例示し説明した収納装置の各 例は、車両室内に容易に設置でき
ると共に、そこから容易に除去可能であるように可搬式にすることができる。本発明の

諸 例は自動車のトランク内への設置に関連して例示し説明されているが、本
発明の実施例 による装置が種々の形式の車両のその他種々の収納室及び区域に
設置可能であることは言うまでもない。
【００７３】
　以上は、本発明を説明するためであって、本発明を限定するものと解釈すべきではない
。本発明の 型的な実施例について説明してきたが、当業者なら容易に分かるように、本
発明の新規な教示内容及び利点から実質的に逸脱することなく、典型的な実施例には多く
の改変が可能である。従って、このような改変の全ては、特許請求の範囲に記載された本
発明の範囲に含まれるものと考えられる。それ故、当然のことながら、以上は、本発明を
説明するためであって、開示された特定の実施例に限定されるものと解釈すべきではなく
、また、言うまでもなく、開示された実施例だけでなく、その他の実施例に対する改変も
特許請求の範囲に含まれると解釈されるべきである。本発明の範囲は冒頭の特許請求の範
囲により画定されており、同特許請求の範囲の相当語句も本発明の範囲に含まれている。
【図面の簡単な説明】
【図１】　車両室内に物品を収納するための本発明の 例による組立式収納装置の斜視
図である。
【図２】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置の
斜視図である。
【図３】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置の
斜視図である。
【図４】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置の
斜視図である。
【図５Ａ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の斜視図であり、閉位置にある収納装置を示している。
【図５Ｂ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の斜視図であり、開位置にある収納装置を示している。
【図６Ａ】　可動のパネルを開位置に解除可能に固定するように構成されたロック部材を
示す図５Ａ及び図５Ｂの装置の側面図であり、ベースに向かうパネルの移動を阻止するよ
うにロック位置にあるロック部材を示している。
【図６Ｂ】　可動のパネルを開位置に解除可能に固定するように構成されたロック部材を
示す図５Ａ及び図５Ｂの装置の側面図であり、パネルがベースに向かい閉位置へと移動す
るのをロック部材が許容するように第１及び第２のアームの第２端部に力が加えられてい
る状態を示している。
【図７Ａ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の斜視図であり、閉位置にある収納装置を示している。
【図７Ｂ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の斜視図であり、開位置にある収納装置を示している。
【図８Ａ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の
斜視図であり、閉位置にある収納装置を示している。
【図８Ｂ】　車両室内に物品を収納するための本発明の他の 例による組立式収納装置
の斜視図であり、開位置にある収納装置を示している。
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【図９】　車両室内に物品を収納するための本発明の更なる 例による組立式収納装置
の斜視図である。
【図１０Ａ】　車両室内に物品を収納するための本発明の付加的な実施例による組立式収
納装置の斜視図である。
【図１０Ｂ】　図１０Ａの組立式収納装置の側面図である。
【図１１Ａ】　車両室内に物品を収納するための本発明の更なる 例による組立式収納
装置の斜視図である。
【図１１Ｂ】　図１１Ａの組立式収納装置の側面図である。
【図１２Ａ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１２Ｂ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１３Ａ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１３Ｂ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１４Ａ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１４Ｂ】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
【図１５】　本発明の他の 例による組立式収納装置を示している。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ Ａ 】
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【 図 １ ０ Ｂ 】 【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】 【 図 １ ２ Ａ 】
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【 図 １ ２ Ｂ 】 【 図 １ ３ Ａ 】

【 図 １ ３ Ｂ 】 【 図 １ ４ Ａ 】
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【 図 １ ４ Ｂ 】 【 図 １ ５ 】
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